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平成 30年 8月 7日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（1回目） 基礎科学（出題言語-日本語）

問題 1～5の中から 3題を選択して答えなさい。選択した問題番号を以下に記載すること。
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平成 30年 8月 7日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（1回目） 基礎科学（出題言語－日本語）

問題 1 以下の記述について、理由を述べて正誤を判断しなさい。（100 点）

腫瘍の大部分を構成しているのは急速に分裂する細胞である。これらのみを殺すがん治療によって、

多数の患者をがんから救える。
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平成 30年 8月 7日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（1回目） 基礎科学（出題言語－日本語）

問題 2 以下の問 1〜5 の中から 2 問を選択し、それぞれ 600 字以内で答えなさい。（100 点）

問 1 血液脳関門について説明しなさい。

（次頁に問 2が記載されています）
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問 2 タンパク質の機能制御におけるアロステリック調節について構造と機能の面から説明しなさい。

（次頁に問 3が記載されています）
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問 3 細胞内におけるタンパク質分解機構について説明しなさい。

（次頁に問 4が記載されています）
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問 4 細胞外からの物質の取り込み機構について説明しなさい。

（次頁に問 5が記載されています）
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問 5 シナプスの構造と機能について説明しなさい。
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平成 30年 8月 7日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（1回目） 基礎科学（出題言語－日本語）

問題 3 次の文章を読んで、問 1〜2に答えなさい。（100 点）

子宮頸がんワクチンとも言われるHPVワクチンの接種と接種後に現れるとされている症状をめぐっての

議論は、現在も進行中である。厚生労働省がこのワクチンの接種の勧奨を一時中止したまま、5 年が

経過している。

問 1 このワクチンを接種した場合としなかった場合についての、それぞれのメリットとデメリットを説明し

なさい。

1）接種した場合のメリット

2）接種した場合のデメリット

（次頁に問 2が記載されています）
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3）接種しなかった場合のメリット

4）接種しなかった場合のデメリット

問2 女子中学生の姪から、ワクチンを打ったほうがよいかどうかについて助言を求められた。問1に対

する回答に基づき、自分の知識を加えながら、考えを述べなさい。
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平成 30年 8月 7日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（1回目） 基礎科学（出題言語－日本語）

問題 4

関数 𝒇(𝒙) を

𝒇(𝒙) =   𝒂𝒌𝒙𝒌
𝒏

𝒌 𝟎

と表すとき、𝒇(𝒙) のn階の導関数を 𝒇(𝒏)(𝒙) とすると、 𝒇(𝒙) = 𝒇(𝟎)(𝒙) であり、𝒂𝟎 = 𝒇(𝟎)(𝟎)である。

このとき、以下の問１〜８に答えなさい。 （100 点）

問 1 𝑓( )(𝑥) 、𝑓( )(𝑥) 、𝑓( )(𝑥) をそれぞれ計算し、𝑎 を𝑓( )(0)、𝑎 を𝑓( )(0)、𝑎 を𝑓( )(0) を用

いてそれぞれ定めなさい。

（次頁に問 2〜3が記載されています）



受験番号          

11

問 2 係数 𝑎 を定めよ。またその過程も示しなさい。

問 3 定めた係数と和の記号Σとを用いて 𝑓(𝑥) を表しなさい。

（次頁に問 4〜5が記載されています）
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問 4 前問の式はテイラーの多項式といわれる。𝑓(𝑥) =  (1 + 𝑥) をテイラー多項式に展開し、和の

記号Σを用いて表しなさい。

問 5 有理式：

9𝑥 − 20𝑥 + 18𝑥+ 1
𝑥 − 2𝑥+ 1

の分子を𝑓(𝑥) とおき、𝑥= 1 における微分係数を求めることにより有理式を簡単にしなさい。

（次頁に問 6が記載されています）
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問 6 テイラー多項式の nを無限大にした形をテイラー級数という。すなわち

𝑓(𝑥) =  𝑎 𝑥

∞

このとき、sin𝑥 および cos 𝑥 をテイラー級数に展開しなさい。

（次頁に問 7〜8が記載されています）
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問 7 指数関数 𝑒 をテイラー級数に展開しなさい。

問 8 問 6 と問 7 の結果を用いて、オイラーの公式：𝑒 =  cos 𝜃+ 𝑖sin𝜃 が成り立つことを示しなさ

い。
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平成 30年 8月 7日実施

名古屋市立大学大学院医学研究科修士課程入学試験（1回目） 基礎科学（出題言語－日本語）

問題 5

確率変数 X の確率密度関数 f(x)が以下の式で与えられるとする。

𝐟(𝐱) =
𝟏

𝜷 − 𝜶
(𝜶 ≤ 𝒙≤ 𝜷)

𝟎 (𝒙 < 𝜶,𝒙 > 𝜷)

ただし，𝛂と𝛃は実数かつ𝛂 < 𝛃とする。

問 1〜4 に答えなさい。（100 点）

問 1 f(x)のグラフを描きなさい。

問 2 累積分布関数F(x)を求めなさい。

（次頁に問 3〜4が記載されています）

f(x)

x
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問 3 Xの平均値E(X)を求めなさい。

問 4 Xの分散V(X)を求めなさい。


